
美浜町社協のYouTubeチャンネルが本格始動となりました。
ぜひチャンネル登録のうえ、お楽しみいただければ幸いです。前
号の編集後記でも述べましたが、「多角的な情報発信」を進める
べく、本誌を含めた各コンテンツの更なる充実にむけて引き続き
取り組んでいきたいと思います。　　　　　　　　　　（塩浜）
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福井県 美浜町社協

編集後記

ありがとう
ございます

社会福祉事業基金
心よりお悔み申し上げます

●   山口シゲ子さん（金山）より、　
故 治雄さんのご香典の一部
100，000円

●   河畑繁さん（松原）より、　　　
故 初江さんのご香典の一部
100，000円

●   大同一明さん（河原市）より、  
故 昭二さんのご香典の一部
100，000円

●   奥井直樹さん（興道寺）より、  
故 貞子さんのご香典の一部
100，000円

●   小畑陽一さん（佐柿）より、      
故 ヨシヱさんのご香典の一部
100，000円

●   松井隆さん（興道寺）より、     
故 三重子さんのご香典の一部
100，000円

●   橋本春義さん（佐田）より、     
故 ヤヨノさんのご香典の一部
100，000円

●   岸本幸憲さん（松原）より、     
故 幸子さんのご香典の一部
100，000円

篤志寄付

●   山口シゲ子さん（金山）より、　
58，689円（故 治雄さんのご遺志により）

●   はげまし会 会長 上村志津江さん
（麻生）より、16，937円（社会福
祉事業へ）

●   とく名さんより、6，000円（社会
福祉事業へ）

使用済み切手

●   宮下節子さん（日向）
●   ㈲若狭プラントサービスさん  
（河原市）
●   美浜町税務課さん
●   美浜町住民環境課さん
●   美浜町土木建築課さん
●   ㈱NUCLEAR TECHNOLOGYさん
（金山）
●   ㈱カモコンさん（久々子）
●   岡本和行さん（河原市）
●   ㈲藤本工務店さん（佐柿）
●   ㈲ヤマグチ食品さん（郷市）
●   安井恵美子さん（日向）
●   嵯峨さん（日向）
●   美浜町健康福祉課さん
●   若狭屋寝装さん（河原市）
●   美浜町グラウンド・ゴルフ協会さん
（郷市）
●   とく名のみなさん

書き損じはがき

●    ㈱NUCLEAR TECHNOLOGYさん
（金山）
●   藤長佐麻里さん（宮代）

未使用はがき

●    若狭屋寝装さん（河原市）

ベルマーク

●   橋本春義さん（佐田）
●   安井恵美子さん（日向）
●    嵯峨さん（日向）
●    織田幸子さん（笹田）

その他
各種サービスにいただきました

●   織田幸子さん（笹田）より、日用品
●   森井みどりさん（菅浜）より、   
日用品、文具

●   武長章朗さん（佐柿）より、     
衛生用品

●    若狭屋寝装さん（河原市）より、
衛生用品

●   藤長良子さん（宮代）より、寝具
●   安井恵美子さん（日向）より、   
日用品

●   成田宗雄さん（中寺）より、野菜
●  とく名のみなさんより、介護用品、
日用品、寝具、文具、衛生用品、
衣類、家具、家電

生活困難者支援にいただきました

●   森川良子さん（坂尻）より、野菜

デイサービスセンターほほえみに
いただきました

●     西下達男さん（北田）より、野菜
●   とく名さんより、介護用品

「でんでんむしの家」に
いただきました

●  八木賢さん（郷市）より、野菜
●  百田勲さん（郷市）より、花
●  とく名のみなさんより、本、家具、
果物、野菜、日用品、花、雑貨、
介護用品

「弥右ヱ門さん家」にいただきました

●  とく名のみなさんより、日用品、
野菜、食品

「吉右ヱ門さん家」にいただきました

●  松田秀夫さん（久保）より、    　 
脳トレゲーム、食品

●  とく名のみなさんより、野菜、食品

《令和３年 4／１～6／３0》

※氏名、名称、金額、品名などについて、
　了解を得た方のみ掲載させていただきます。
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YouTubeへ投稿する動画撮影に応じてくださる山口治太郎さん（気山区）。とても素敵な動画になりました。

YouTubeチャンネル、始動
美浜町社協YouTube チャンネルについて（P6）



ふりーすくーる
学校に行きたくない。そんな子ども
たちに家庭と学校以外の第三の居場
所で安心して過ごしてもらえたらい
いなという思いで活動しています。

開設場所：美浜町文化会館
開設日時：木曜日　午後１時～４時
電話：090-5172-8914（梶 真由美さん）
Facebook：「美浜町 ふりーすくーる」で検索

教育支援センターなないろ
それぞれの子どもの個性を大切にし、
社会で生きる楽しみと居場所をつく
るために、様々な活動を行っていま
す。一緒に悩み、一緒に考えましょう。
開設場所：保健福祉センター はあとぴあ2階
開設日時：月曜日～金曜日 午前9時半～午後3時
電　　話：080-2963-2714
メ ー ル：m-kyoiku.sc25-20@docomo.ne.jp

はじめの一歩
ひとりで悩まず、不登校・ひきこもり
の子どもを持つ親、家族同士で語り
合い、心を軽くしませんか？

開設場所：保健福祉センターはあとぴあ
開設日時：第4木曜日 午後7時半～9時
　　　　（5・8・11月は午後7時～）
電　　話：090-2031-6403（吉本 典子さん）
参 加 費：500円/回

部
科
学
省
の
最
新
の
調

査
に
よ
る
と
、
平
成
17

年
以
降
、
特
に
小
学
校
・
中
学
校

の
子
ど
も
に
お
け
る
不
登
校
の
人

数
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
2
0
1
8

年
に
は
「
教
育
機
会
確
保
法
」
が

施
行
さ
れ
、
国
も
「
不
登
校
は
ど

の
児
童
・
生
徒
に
も
起
こ
り
得
る

こ
と
」
と
し
て
、
そ
の
支
援
の
在

り
方
に
お
け
る
前
提
を
示
し
ま
し

た
。

　

さ
て
、不
登
校
そ
の
も
の
が『
問

題
』
な
の
で
し
ょ
う
か
。
子
育
て

の
悩
み
を
気
軽
に
話
せ
る
人
間
関

係
や
、「
子
ど
も
は
家
庭
の
中
で

育
て
る
も
の
」
と
い
う
認
識
に
基

づ
く
地
域
と
の
関
わ
り
の
希
薄
化

…

そ
れ
ら
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
特
に
若
い
親
世
代
に
は
、
人

間
関
係
の
作
り
方
を
苦
手
と
し
て

い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

る
」
そ
の
意
識
を
拡
げ
る
た
め
に

は
、
子
育
て
世
代
に
限
ら
ず
、
そ

れ
よ
り
も
上
の
世
代
の
方
々
の
存

在
が
、
と
て
も
大
き
な
力
に
な
る

「子どもは学校へ行かなければならない」と思われる方もいれば、「学

校とは違う居場所もある」と思われる方もおられるでしょう。また、

「不登校」はその子ども、もしくはその家庭だけで抱え込むものなの

でしょうか？子どもをめぐる困難や生活課題が、子どもの「不登校」

として表れていることも少なくありません。

今回は、不登校について取り上げ、その支援の現状や、地域における

子どもの見守りの在り方について考えていきます。

心配・不安に思うこととして「子どもが不

登校・学校になじめないでいること」を選

んだ人はおよそ１％（Ｇ）でしたが、「子ど

もの成長や教育に関すること」を選んだ

人は24％（Ｃ）でした。一方、困りごとの

相談相手が家族のみであるとした人は

39％（Ｊ）でした。子育てに関する悩みを

抱えながらも、多くの人が家族以外に相

談できずにいると考えられます。

不登校
…この言葉を聞いて、
みなさんはどう思われますか？

周りの方との何気ない会話の中でも、全く子どもの話

題に触れてこない方がおられ、「どう関わってよいか

分からない」という気持ちの表れなのだと感じます。

しかし、子どもが不登校になっても、周りの方々にはこれまでと変

わらない自然な関わりをしていただけるとありがたいです。そし

て、学校へ行っていなくても、子どもなりに家や別の居場所で、自

分と向き合い、日々の生活や将来のことで悩んだり、葛藤していた

りします。親としてもそれを尊重したいと思っていますし、地域の

方にも、学校へ行っていないことを咎めるのではなく、あたたかく

見守っていただけるとありがたいです。また、親の気持ちも様々で

あり、これはあくまでも一人の親としての意見に過ぎないことを、

ご理解いただければと思います。

Ｑ１．中学校当時、どのような過ごし方をして
いましたか。
YouTubeで動画を観たり、工作をしたり、好

きな楽器を弾いたりして過ごしていました。

Ｑ２．当時考えていたことや悩んでいたことはありますか。
学校へ行っていないことについて、周囲の人からどのように
見られているのか、思われているのか、不安に感じていました。

Ｑ３．今はどのような生活をしていますか。
県外の学校へ進学しました。主に、昔から好きだったギター
などの演奏について学んだり、最近では作曲や演技の勉強を
したりしています。

町内の当事者の声

不登校の児童・生徒、保護者を支援する組織や居場所

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

今
回
の
特
集
を
通
じ
て
当
事
者
の

方
々
の
声
や
支
援
組
織
の
存
在
な

ど
、
不
登
校
を
取
り
巻
く
状
況
を

あ
ら
た
め
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
冒
頭
に
問
い
か
け
た
「
不

登
校
へ
の
イ
メ
ー
ジ
」
が
、
本
誌

を
お
読
み
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
中

で
前
向
き
に
変
化
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ほっとかないまちづくり
-学校に行けない ・ 行かない子どもたち-

文
本記事を読んでの感想やご意見などをお寄せ
ください。また、生活上の困りごとや周囲に
相談しにくいことも、気軽にご相談ください。

美浜町社協ＬＩＮＥアカウント
電話：３２-１１６４

あなたの声を、聞かせてください

親 本人

D 
23.6%

E
 22.4%

K
6.5%

J 
39.0%

C
 24.2%

A 45.9%

B 25.9%

H45.6%G 1.1%

F 
16.9%

I 
54.5%

（複数回答）

自分や家族の健康や介護のこと

家計のやりくり・経済的なこと

子どもの成長や教育に関すること

地震、水害などの自然災害にあうこと

地域での役や係りが回ってくること

孤独でさみしいこと

子どもが不登校、学校になじめないでいること

その他

A

B

C

D

E

F

G

H

心配に思うこと、不安に感じていること

（複数回答）

いる

いない

無回答

I

J

K

家族以外の相談相手

出典：第４次地域福祉活動計画
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令和2年度 収支決算報告

第23期 美浜町社協役員

（単位：円）

D 
17.4%

E
 0.6%

C
 10.7%

A 2.0%

B 1.3%H0.1% I
7.5%

J0.2%

G 2.6%

F 
57.6%

会費収入

寄付金収入

補助金収入

受託金収入

事業収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

生活困難者総合相談
生活支援事業収入

基金積立資産取崩収入

その他

合　計

5,202,000

3,436,278

28,312,381

45,959,794

1,715,320

152,071,799

6,926,360

30,000

20,000,000

500,862

264,154,794

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

収　入

（単位：円）

N 
0.3%O

64.6%

M
 1.3%

K 
10.4%

L 13.2%

P 
10.2%

法人運営事業

地域福祉活動推進事業

福祉サービス利用支援事業

在宅福祉支援事業

在宅福祉サービス事業

施設管理運営事業

合　計

26,526,878

33,569,002

3,337,069

738,618

164,725,529

25,952,364

254,849,460

K

L

M

N

O

P

支　出

【
総
　
括
】

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
と

と
も
に
家
族
構
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
が
変
容
し
て
き
て
る
昨
今
で
す

が
、さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
域

を
と
り
ま
く
様
々
な
動
向
が
予
測
出
来

な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」を
抱
え
る
人
た

ち
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、福
祉

委
員
会
等
の
地
域
の
な
か
で
支
え
合
え

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
ま
た
、複
合
的
な
課
題
を
抱
え
社

会
的
に
孤
立
し
、必
要
な
支
援
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
世
帯
や
、経
済
的
困
窮

の
状
態
に
あ
る
生
活
困
窮
・
困
難
者
の

問
題
解
決
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

介
護
、障
が
い
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
は
、生
活
ニ
ー
ズ
が
複
雑
、多

様
化
す
る
中
、そ
れ
を
支
え
る
人
材
確

保
と
定
着
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
向
け
、社
会
福
祉
従
事
者
全
体
の
資

質
向
上
を
図
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組

み
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
あ
ら
た
な
生

活
様
式
を
意
識
し
、模
索
し
な
が
ら
の

地
域
福
祉
活
動
推
進
と
な
り
ま
し
た
。

集
落
が
も
つ「
力
」を
　
　

高
め
る
し
く
み
づ
く
り

福
祉
委
員
や
民
生
委
員
、集
落
ご
と

の
福
祉
委
員
会
活
動
を
支
援
。
コ
ロ
ナ

禍
で
高
齢
者
が
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

途
絶
え
な
い
よ
う
、見
守
り
活
動
の
継

続
や
情
報
共
有
を
意
識
し
て
の
活
動
が

継
続
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
が「
つ
な
が
る
」

し
く
み
づ
く
り

三
密
を
避
け
る
た
め
様
々
な
配
慮
を

し
た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、障
が
い

児（
者
）の
交
流
の
場
、子
育
て
世
代
の

場
、介
護
者
の
場
、家
族
を
亡
く
し
た
人

の
場
な
ど
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

み
ん
な
で「
支
え
あ
え
る
」

し
く
み
づ
く
り

生
活
困
難（
者
）世
帯
支
援
で
は
、地

域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
ご

寄
付
い
た
だ
い
た
米
や
野
菜
を
緊
急
食

糧
支
援
と
し
て
必
要
な
方
に
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
族
を
亡
く
し

た
人
た
ち
に
対
し
て
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
な

ど
心
の
ケ
ア
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活
困
窮
に

陥
っ
た
方
の
生
活
を
支
え
る「
感
染
症

特
例
貸
付
」へ
の
対
応
を
致
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の「
し
ら
せ
」が

つ
な
が
る
し
く
み
づ
く
り

社
協
だ
よ
り
・
長
寿
番
付
の
発
行
の

ほ
か
、今
の
時
代
に
合
っ
た
情
報
の
受

信
・
発
信
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
た
。
必
要
な
情
報
が
必
要
な

方
々
へ
届
く
よ
う
社
協
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

開
設
し
ま
し
た
。

み
ん
な
が「
活
躍
で
き
る
」

場
面
づ
く
り

集
落
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、

笹
田
区
、河
原
市
区
、山
上
区
が
出
場
、

河
原
市
区
の
取
り
組
み
が
大
賞
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
初
め
て
映
像
で
の
審
査

を
実
施
し
、Y
o
u 

T
u
b
e
を
と
お
し

て
町
内
だ
け
で
は
な
く
、県
外
の
方
々

に
も
広
く
観
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
組
織
運
営
】

情
報
開
示
や
役
職
員
の
資
質
向
上
に

向
け
た
研
修
実
施
な
ど
、町
民
に
信
頼

さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
ま
し
た
。
各
集

落
の
区
長
さ
ん
、福
祉
委
員
さ
ん
、民
生

児
童
委
員
さ
ん
な
ど
福
祉
関
係
者
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
、世
帯
会
費
お
よ
び

賛
助
会
費
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
香
典
の
一
部
な
ど
町
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
寄
付
と
と
も
に
美
浜
町
の
地

域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

本
紙
面
に
お
け
る
事
業
報
告
は
抜

粋
で
の
掲
載
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

事
業
報
告
全
体
の
情
報
を
ご
希
望
の
方

は
、美
浜
町
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、事
務
局
ま
で
お
電

話（
３
２

－

１
１
６
４
）く
だ
さ
い
。

美
浜
町
社
協

事
業
報
告
・

決
算
報
告

美
浜
町
社
協 

新
体
制
ス
タ
ー
ト

令和２年度

基本目標

1
基本目標

2

基本目標

4
基本目標

5

基本目標

3

美浜町社協
ホームページ

会長
乙見 康夫
（北田区）

坂田 俊明
（佐野区）

会
長
就
任
に
あ
た
り

こ
の
度
、
令
和
3
年
6
月
21
日
の
理

事
会
に
お
い
て
、
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
専
心
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

社
協
の
活
動
は
地
域
の
方
々
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、福
祉
委
員
、民
生
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
会
社
・

企
業
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
の
分
野

で
活
動
に
参
加
し
、「
相
携
え
努
力
し
て

働
く
」
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
美
浜
町
社
協
は
第
４
次
福
祉

活
動
計
画
を
、「
ひ
と
り
の
し
あ
わ
せ
の

た
め
に　

み
ん
な
で
育
む
ほ
っ
と
か
な

い
ま
ち
」
の
か
け
声
の
も
と
、
皆
様
と

と
も
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

中
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
営
み
が

様
々
な
福
祉
ニ
ー
ズ
を
持
つ
方
々
の
期

待
に
応
え
、”希
望
“
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

社
協
活
動
へ
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
、
ご
参
加
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

退
任
に
あ
た
り

こ
の
度
、
任
期
満
了
を
も
っ
て
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
就
任
中
は
、
皆
様
に
多

大
な
ご
協
力
、
ご
指
導
を
頂
き
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
間
、
誰
も

が「
こ
こ
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」「
住

み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
課
題
も

残
り
、
心
苦
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
、
皆
様
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

乙
見
新
会
長
の
も
と
、
美
浜
町
社
協

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
福
祉
事
業
を
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※1 役員の任期
　選任後2年以内に終了する会計年度のうち、
　最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで

役　職 氏　名 備　考 氏　名 備　考

任期（R3～R4年度）※1
第22期 美浜町社協評議員
任期(R3～R6年度）※2

※2 評議員の任期
　選任後4年以内に終了する会計年度のうち、
　最終のものに関する定時評議員会の終結する時まで

会 長

副会長

理 事

理 事

理 事

理 事

常務理事

監 事

監 事

乙 見 　 康 夫

加賀山　信之

梅 津 　 隆 久

中 谷 　 敏 治

橋本　千栄子

四ツ橋　政和

宮 下 　 直

橋 本 　 佳 和

堀川　ふじ子

東 地 区

東 地 区

議 会 代 表

耳 地 区

西 郷 地 区

会 計 関 係

事 業 関 係

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

秋 山 　 義 嗣

加茂　ひろ子

北山　大志郎

芝 井 　あさ子

玉 井 　 文 子

田 村 　 孝 子

森 本 　 克 行

森 本 　 哲

元美浜町社協事務局長

みんなの食堂運営

美浜町教育長

美浜町公民館長代表

NPO法人ふるさと福井
サポートセンター理事長

美浜町民生児童委員
協議会会長

美浜町ボランティアの会
代表社会福祉法人

はこべ福祉会理事長

美浜町社協職員代表

ＮＰＯ法人ヤングオールド
ほのぼの家族いまい理事長
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美浜町社協
賛助会費のお願い

 みんなが「つながる」しくみづくり

● 生きがいづくり支援
　交流会や趣味活動へのサポートを通して
　生きがいある暮らしづくりのお手伝い

● 当事者の場づくり支援
　在宅介護者・家族を亡くした方など、
　思いの共有ができるつながりづくりをお手伝い

● みんなの食堂の開催支援

 みんなが「活躍できる」場面づくり

● 福祉のまちづくり集会
　（集落自慢フェスティバル） の開催
　集落が持つ力に気づき地域への愛着をはぐくむ機会
　とします

  集落が持つ「力」を高めるしくみづくり

● 集落内のネットワークづくり支援
　集落の福祉委員会設置推進や、活動を支援

  みんなで「支えあえる」しくみづくり

● 弁護士・司法書士相談所の開設
● 福祉車両・介護機器等の貸出
● 料理教室の開催

 みんなの「しらせ」がつながるしくみづくり

● 広報誌・ホームページ等でのお知らせ

今年度も福祉委員さんにご協力いただき賛助会費の

お願いに回らせていただきます。地域の福祉活動の

財源として会費を使わせていただきます（詳細は下記）。

みなさまのご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 美浜町社協
YouTubeチャンネル、
　始動！

実は前からありました…

家
庭
健
康
管
理
研
究
会
　 

福
井
事
務
局
様
よ
り
、　　
　
　

車
イ
ス
１
台
を
ご
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
社
会
福
祉
事
業
へ
の
活
用
、ま
た
必

要
と
す
る
町
民
の
方
へ
の
貸
し
出
し
な

ど
、大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
付
を

い
た
だ
き

ま
し
た

（
写
真
右
か
ら
）

宮
下
直 

社
協
事
務
局
長

赤
星
博
子
さ
ん

西
尾
美
惠
子
さ
ん

中
條
明
美
さ
ん

家
庭
健
康
管
理
研
究
会

福
井
事
務
局 

局
長

家
庭
健
康
管
理
研
究
会
福
井
事
務
局

敦
賀
支
部 

指
導
会
員

家
庭
健
康
管
理
研
究
会
福
井
事
務
局

敦
賀
支
部 

支
部
長

（

（

（

（

（

（

主に「集落自慢コンテスト」の動画を投稿していました。しかし、

より多くの町民の方が主役になれるような動画を作成できな

いだろうか、そしてそれを継続的に投稿していくことで、より

多くの方に観ていただけるのではないか、と考えました。そこ

で、この度新企画を立ち上げて、あらためて本格始動！１つ目

の動画を作成させていただきました。

ぜひYouTubeで「美浜町社協」と検索、

もしくはＱＲコードからアクセスし

てください。

５つのトークテーマが書かれた

カード、そのうち１枚を引いていた

だき、そこに書かれたテーマについ

て、フリートークをしていただくと

いう内容です。本企画の記念すべき

お一人目は、前町長の山口治太郎さ

ん！愛犬と一緒に、快く撮影に応じ

てくださったこと、あらためて感謝

申し上げます。さて、どんなお話が

飛び出すのでしょうか？ぜひご覧

ください！

新企画！「あなたにスポット」

美浜町社協

次の方をご指名＆
お電話して
くださいました。
本当にありがとう
ございました！

個人：一口 3，000円以上　企業団体：一口 5，000円 
※個人の寄付については、寄付金控除が受けられます。

【募金目標額】 1,400,000円　【募金目安額】 500円/世帯
※あくまでも目安額です。ご無理のない範囲でご協力ください。

赤い羽根
共同募金のお願い

  町内各団体が実施する福祉事業への助成

● 詳細は9月に配布される募金用封筒を          
　ご覧ください。

  美浜町社協が実施する福祉活動への助成

● 地域活性化、福祉事業への助成
● 生活困難者支援
● 福祉学習への支援 など

10月1日から、全国一斉で赤い羽根共同募金運動が始ま

ります。皆様のあたたかいご協力をお願いいたします。使

い道は下記をご覧ください。
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